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研究成果の概要（和文）：価値観が多様化し、社会変動の大きい現代日本において、子どもの心理援助は社会文
化的文脈（ディスコース）を含めて検討される必要がある。そこで本研究では子どもの心理援助の過程を、ディ
スコース分析、特にポジショニング理論の枠組みから検討し、理論化することを試みた。その結果、a) 子ども
が苦しむディスコースに対してセラピストが取るポジショニング（あるディスコースに対して取る立ち位置）が
子どものポジショニングも変化させること、b) この過程を通して、子どもは多様なディスコースを利用するよ
うになっていくこと、c) このディスコースの多様化が子どもの心理的回復につながること、の3点が大きく示さ
れた。

研究成果の概要（英文）：There have been increases in different values and social change in Japan. 
When helping children using psychological approaches, we have to pay attention to socio-cultural 
contexts (discourses). The purpose of this study was to theorize and verify processes of 
psychological support for children (mainly play therapy) in terms of a discursive perspective using 
discourse analysis and positioning theory. We found three points as follows: A) a therapist’s 
positioning toward a discourse which a child suffered from can change the child’s positioning. B) 
Children can use various discourses through the processes. C) Various discourses can lead to 
children’s recovery. 

研究分野：臨床心理学

キーワード： ディスコース分析　子どもの心理援助　ポジショニング理論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
子どもの心理には、認知・発達段階といっ
た個人的資質や、家族・友人といった対人関
係だけではなく、社会規範や文化的背景とい
った社会文化的文脈も影響する。例えば自ら
を“落ちこぼれ”“異常”などと見なす場合、そ
の子どもは「勉強できることが良い」「痩せ
ていることが美しい」といった広く一般に共
有されている価値観から自分を判断してい
る可能性がある。そのため、子どもへの心理
援助は、そこに影響する社会文化的文脈も含
めて検討していく必要がある。特に、価値観
が多様化し、子どもを取り巻く社会情勢が大
きく変動する現代日本において、そうした心
理援助を検討することは不可欠である。 
しかしながら、これまで日本の臨床心理学
研究では、主にクライアントの精神内部（認
知・無意識・自己など）が分析の焦点とされ
てきた。こうした視点は有用である一方で、
クライアントの問題を個人要因から理解す
る傾向が強いため、社会文化的文脈を見落と
してしまう危険性がある。そこで近年、欧米
圏を中心に行われているディスコース分析
を用いた臨床心理学研究は、従来のような精
神内部に着目する方法論を批判し、社会文化
的な枠組みであるディスコースという視点
から援助過程を検討している。 
申請者のこれまでの研究を含め（綾城 , 

2015, 2014, 2013, 2012）、ディスコース分析を
用いた臨床心理学研究からは、クライアント
の問題に社会文化的文脈が関係しているこ
とや、新たな社会文化的文脈を参照すること
がクライアントの問題解決につながること
が明らかとなってきている。 
しかし、そうした先行研究の主な検討対象
は成人の言語面接であり、子どもの心理援助
の過程についてはほとんど検討されていな
い。そのため、子どもの問題や援助過程にお
いて、どのような社会文化的文脈が関連して
いるかは分かっていない。心理的問題やその
援助に関連する多様な社会文化的文脈を明
らかにし、子どもの援助に資する知見を得る
ためには、援助過程をディスコース分析によ
って丁寧に検討し、さらに、見出された知見
を帰納的に統合していく研究を行う必要が
ある。 
加えて日本では、ディスコースの視点は臨
床心理学領域にほとんど導入されておらず、
我が国における心理援助・臨床心理学研究の
発展においても、本研究を行う意義がある。 

 
 
２．研究の目的 
以上のことから、本研究では、子どもの心
理援助過程をディスコース分析によって検
討し、クライアントである子どもにどのよう
な社会文化的文脈が影響しており、また援助
の進展によってそれがどのように変化する
のかを理論的に説明することを目的とする。 
なお、心理援助には多様な方法があるため、

研究では分析の焦点を拡散させないよう援
助方法を限定する必要がある。そこで本研究
では、子どもの心理援助への有用性が実証的
に示されており、日本において子どもに適用
される主要な心理援助でもあるプレイセラ
ピーの過程を検討する。 
 
 
３．研究の方法 
（1）ディスコース分析およびポジショニン
グ理論による心理援助過程の分析検討 
下記①②について、ディスコース分析およ
びポジショニング理論の視点から、主に録音
記録に基づいた会話分析のアプローチによ
って検討を行った。なお、以下二つの研究目
的においては、方法論の確認が主となるため、
子どもではなく、これまでの先行研究でも扱
われてきた成人の心理援助の終結事例を分
析対象とした。 
① ポジショニング理論の視点による分
析：本研究においては、いくつかのディスコ
ース分析のアプローチの中でも、特にポジシ
ョニング理論を枠組みとして採用した。これ
は、本理論がディスコース上の個人の位置づ
け（ポジショニング）を分析するための枠組
みを提示したものであるため、心理援助場面
の分析に適していると考えられたためであ
る。ただし、諸外国ではディスコース分析を
用いた臨床心理学研究は進んできているも
のの、ポジショニング理論を用いた検討はま
だほとんど行われていない。そのため、本理
論による心理分析が妥当であるか、またどの
ような意義があるかの検討も含め、ポジショ
ニング理論を分析枠組みとして用いて、心理
援助の過程を分析した。 
② 援助者に着目したディスコース分析
的臨床心理学研究：ディスコース分析による
臨床心理学研究では、援助者側の働きかけに
関する先行研究が少ないことが指摘されて
いる。しかし子どもの心理援助を考えていく
上では、援助者の関わりを無視することはで
きない。そこで、ディスコース分析によって
援助者のあり方がどのように検討できるか
という点を明らかにするため、心理援助の過
程を分析した。 
 
（2）ディスコース分析およびポジショニン
グ理論を用いた子どもの心理援助（プレイセ
ラピー）過程の検討 
子どもの心理援助の過程について、ディス
コース分析およびポジショニング理論の視
点から、複数の事例を分析した。それぞれ個
別の事例について事例研究に基づく検討を
行った。ただし、最終的に複数の分析結果を
帰納的に統合する目的があったことから、全
ての分析において、クライアントのポジショ
ニングの変遷、および、セラピスト－クライ
アント間のポジショニングの動きについて
質的にカテゴリー化していく手法を統一し
て採用した。 



また、ポジショニングの変遷をより明確に
するために、いくつかの事例においては、Cl
がセラピー内で取るポジショニングを量的
に換算して図示化した。 
 
（3）ディスコースの視点を活用した学校に
おける子どもの心理援助方法の検討 
ディスコースの視点を子どもの心理援助
に応用していくための基礎資料、および、デ
ィスコースの視点の普及のための資料とし
て、ディスコースの視点を学校現場に応用す
るアプローチを提唱した Winslade, J. & 
Williams, M. の『Safe and Peaceful Schools: 
Addressing conflict and eliminating violence』を
翻訳・検討した。 
 
 
４．研究成果 
（1）ディスコース分析およびポジショニン
グ理論による心理援助過程の分析検討 
① ポジショニング理論の視点による分析 
本研究では、相談事例において支配的デ
ィスコース（クライアントを苦しめる社会
文化的文脈）が脱構築される過程をポジシ
ョニング理論によって検討した。ひきこも
り・ニートの息子を持つ 60代の女性クライ
アントの面接過程の録音記録を逐語化して
検討した結果、クライアントが息子および
自分自身に対して行うポジショニングが、
欠損ディスコース（Gergen, 1994）を始めと
した幾つかの支配的なディスコースによっ
て影響を受けていること、そして、そうし
た支配的ディスコースが自虐ユーモアによ
って脱構築されることが見出された。これ
は、自虐ユーモアという皮肉な自己ポジシ
ョニングが社会に埋め込まれている支配的
ディスコースを白日の下にさらし、社会に
よって構築される自己のあり方を打破する
ためだと考えられ、特にそれが日本社会に
おいて有効であることが議論された。本研
究によって、ポジショニング理論が社会文
化的背景とクライアントの関係を検討する
上で有益であることが示された。 
 
② 援助者に着目したディスコース分析的
臨床心理学研究 
本研究では、心理面接の場面において、
援助者がどのようにクライアントと関わっ
ているのかについて、30代男性クライアン
トの心理面接を元に検討した。実際の録音
記録についてディスコース分析を通して検
討した結果、援助者が要約や解釈の形で支
配的ディスコースを再生産していることが
具体的に明らかとなった。また、再生産さ
れた支配的ディスコースが、クライアント
の主体性の否定につながり、結果としてク
ライアントに自身の苦しみを過小評価させ
ていた可能性も示された。結果についての
考察から、ディスコース分析が、特に援助
者の省察的実践（Schön, 1983）に意義があ

るということを示すことができた。 
 
（2）ディスコース分析およびポジショニン
グ理論を用いた子どもの心理援助（プレイセ
ラピー）過程の検討 
子どもの心理援助の過程について、ディス
コース分析およびポジショニング理論の視
点から 5事例が検討された。これら複数事例
の検討によって、a) 子どもが苦しむディスコ
ースに対してセラピストが取るポジショニ
ングが子どものポジショニングも変化させ
ること、b) この過程を通して、子どもは多様
なディスコースを利用するようになってい
くこと、c) こうしたディスコースの多様化が
子どもの心理的回復につながっていること
の 3点が大きく示された。 
以下、個々の事例についての分析結果を提
示する。 

 
事例 A：受動的であったクライアント A（援
助開始時 7 歳女児）の 38 回のプレイセラピ
ーを検討した。分析の結果、4 つのポジショ
ン（従属者、主導者、挑戦者、協働者）が
援助の経過とともに展開し、並行して Aは
積極的で協働的な関係を結ぶ新たな対人関
係の文脈を得られていたことが見出された。
さらに援助者についての分析を通して、援助
者が自身のポジションを A のポジションと
呼応する形で変化させたことが、Aの肯定的
な変化に有益に働いたことが示された。 

 
事例 B：他者との対人関係構築が苦手とさ
れたクライアント B（援助開始時 10歳男児）
の 57 回のプレイセラピーを検討した。分析
の結果、4 つのポジション（クリエイター、
教師、プレイヤー、クライアント）が援助
の経過とともに展開し、並行して Bが援助
者や友人と良好な関係を結ぶことができる
ようになっていたことが見出された（ポジ
ションの変遷については下記の図 1のよう
に数量化された）。また、援助者についての
分析によって、肯定的な雰囲気の醸成と、「楽
しい」というディスコースの構築が、Bの変
化に寄与したことが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 事例 Bのポジションの変遷 

 
事例 C：頭痛と嘔吐を主訴として不登校と
なったクライアント C（援助開始時 9歳男児）
の 89 回のプレイセラピーを検討した。分析



の結果、4 つのポジション（強者、建築者、
守護者、プレイヤー）が援助の経過ととも
に展開した（図 2も参照）。終結時には、C
の主訴および不登校は消失していた。本結
果から、プレイセラピー内で支配的なディ
スコースが脱構築され、プレイセラピー内
でクライアントの行為主体性を高めるディ
スコースへとポジションを移せたことが、
クライアントの回復につながったと推察さ
れた。 
 
事例 D：落ち着きがない、怒りやすい、勉
強に集中できないといった主訴で相談機関
に来室したクライアント D（援助開始時 7歳
男児）の 39回のプレイセラピーを検討した。
分析の結果、5 つのポジション（チャレンジ
ャー、コントローラー、気まぐれ屋、戦闘員、
労働者）が援助の経過とともに展開した（図
3も参照）。終結時には、Dの主訴は消失し
ており、学習も教科によっては一位を取る
ほどの意欲を持つようになっていた。本結
果からは、プレイセラピーによって、必ず
しも問題のあるディスコースが問題の無い
ディスコースへと移行しなくとも、多様な
ディスコースが展開していくことができれ
ば、それがクライアントの回復につながる
ということが示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 事例 Cのポジションの変遷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 事例 Dのポジションの変遷 

 
事例 E：アスペルガー症候群と診断された
クライアント D（援助開始時 12 歳男児）の
97回のプレイセラピーを検討した。本研究で
は特に「診断」によってクライアントがどの
ようなポジショニングに至るかを分析した。
その結果、4つのポジション（欠落者、患者、

異常者、有能者）が見出された。この分析
から、アスペルガー症候群という診断はあ
る種のブラックボックスとなり、クライア
ントに自分について表明できる権利を与え
ると同時に、自分ではアスペルガー症候群
に対処できないという無力感や自分が異常
であるという否定的なラベリングといった、
弱体化（Gergen, 1994）が生じることが明ら
かとなった。 
 
（3）ディスコースの視点を活用した学校に
おける子どもの心理援助方法の検討 
『 Safe and Peaceful Schools: Addressing 

conflict and eliminating violence』の執筆者であ
るWinslade, J教授（カリフォルニア州立大学
サンバーナーディーノ校）と Williams, M 氏
（ニュージーランド・エッジウォーターカレ
ッジ）と面会およびメールでの打ち合わせを
行いながら、研究代表者が英文を日本語に翻
訳した。また、後書きとして、ディスコース
の視点に基づいたアプローチの解説と日本
での応用可能性について、研究代表者による
まとめも執筆し、ディスコースの視点の普及
もはかった。 
翻訳は『いじめ・暴力に向き合う学校づく
り：対立を修復し、学びに変えるナラティ
ヴ・アプローチ』として新曜社から出版され
た。 
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